
江戸時代の竹原へ
タイムスリップ

ここを歩けば、江戸、明治、大正、
昭和時代の特徴ある建物を
一日で楽しめます！！

時代を超えて調和するデザイン
～先人は変化の美を楽しむ遊び心があった～

町
並
み
お
じ
さ
ん
が

案
内
す
る
よ
！

竹原の産業の歴史を紹介する歴史民俗資料館。
昭和６年（1931）に竹原町立竹原書院図書館と
して建てられました。

江戸時代の建物で、｢日本外史｣の著者として有
名な賴山陽の祖父賴惟清の旧宅。惟清は、紺屋
（染物屋）を営み、屋号は、賴兼屋と言いました。
惟清の長男春水は、広島藩儒（藩に仕える儒学者）
で、名高い学者でした。次男春風は、医者・儒学
者として春風館（現在の春風館は再建されたもので
国の重要文化財）を建て、三男杏坪も広島藩儒に
なり、三次の代官を勤めました。

胡堂は商業の神で、１９世紀前期に建てられ
たもの。江戸中期には、 ３日市（３日・１３日・
２３日）があり、塩田用の縄・かますなどを売
りに来る人でにぎわっていました。保存地区
の南に位置する地蔵堂とともに境界神と考
えられています。

竹鶴酒造は、享保１８年（1733）創業で、県
内屈指の老舗。屋号は「小笹屋」。店の一部
を「小笹屋酒の資料館」として公開し、酒造
関係資料と製品を紹介しています。ニッカ
ウヰスキーの創業者竹鶴政孝氏の生家と
しても有名です。
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約200年前の風景画をご覧ください。道には荷物をのせた牛馬が見え、
港には船が停泊し、多くの人でにぎわっています。1800年頃の
竹原の町並みです。手前に本川が流れ、奥には照蓮寺、西方寺、
長生寺をいだいた寺山が描かれています。
現代の町並みと比べてみましょう。

竹原市重要文化財 紙本著色竹原絵屏風

竹原の町並みの特徴は、他の地区に見られる統一されたデザインではなく、屋根や街路など変化をもたせながらも全体として
調和するデザインとなっています。このように先人は変化の美を楽しむ遊び心をもっていました。その優れた
デザイン力により、異なった時代に建築された建物でも、違和感がなく、歴史的な佇まいとして調和しています。

よ～く見ると
時代の移り変わりが
見えてきますよ。
建てられた時代が違うのに
違和感がないのが
不思議じゃのぉ～

町並み保存地区で
佐倉酒店を経営する
佐倉昭三さん

町並みお
じさんと

一緒に探
検しよう

今も残る道
北のはずれ。道の形は現代に受け継がれて
います。荷物を載せた牛や馬をひく人が見え
ますが、北部の集落へ向かうのでしょうか。

港のにぎわい
現在の住吉橋付近。港に数隻の船が泊まっ
ています。降ろされた荷物に人が集まりにぎ
やかな雰囲気。この頃の竹原の塩は、船で
日本各地に運ばれていました。

田ノ浦川の岸
町の南端。帆を揚げて本川を登る船が見え
ます。塀で囲まれた場所は代官所で、明治時代
には警察署、現在では「道の駅たけはら」が
建っています。

4




